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は じ め に

貝塚市 は大阪府南部 、泉州地域の ほぼ中央部 に位置 し北 は大阪湾、南 は和 泉

葛城 山の山並に接 した風光明媚 な自然環境 に恵まれ た地域で あります。歴史 的

にも古 い伝統 を もち、 泉州地域 にお きま して も重要 な発展 を遂げて きた所で、

市内には多数の歴史的遺産が散在 し、地下 に埋 もれ る埋蔵文化財につきま して

も多数の存在が知 られています。

これ らは貴重 な歴史 的資料であ り、保護保存 して次の時代 に伝えることは現

在に生 きる私 たちに与 え られた義務で もあ ります。

しか しなが ら、近年 の開発事業の多発状況 はこれ らの文化財を破壊の危機 に

さら しているの も事実で あり、本市 にとって も当然の ことなが ら開発 と文化財

保護 との調和が大 きな課題 とな って います。

今回の調 査 もこうした開発行為 にともな う事前調査であ りますが、幾多の成

果を得 ることがで きま したので、 ここに昭和62年 度中に実施 しま した調査結果

の一部 を報告 いた します。本書が今後の文化財の保護保存 に活用 され、また考

古学研究の一資料 と して役立てば幸 いか と存 じます。

なお、調 査にあた り地元の方 々を は じめ関係者各位には多大な ご協力、 ご指

導をいただ き厚 く感謝 の意を表す る次第であります。

昭和63年3月

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教育長 岡 根 和 雄



伊 口

r本 書 は貝塚市教育委員会が昭和62年度に国庫補助金を受けて実施 した、貝

塚市域における緊急発掘調査結果のうち、沢城跡、地蔵堂遺跡、石才南遺跡

の発掘調査にかかる結果の概要報告である。

2.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課西岡巖、嘱託池田毅、同前川浩一

が担当 し、昭和62年4月1日 より調査を実施 し、翌63年3月31日 に終了 した。

現地調査および本書作成にあたる諸作業については下記の諸氏の参加を得

て実施 したものである。

岸本由紀子 木戸えり子 小林 修 田代自子 中辻澄子

古谷 務 松尾太郎 南岡成子 南 昇 山下展功

3.本 書の作成 にかか る編集 ・執筆な らびに各図面 ・図版の作成 は前川が行い、

補佐的作業 を上記諸氏の協力を得て実施 した ものであ る。
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1.沢 城 跡 の 調 査

1.位 置 と 環 境

発掘調査を実施 したのは、貝塚市南西部に位置す る沢城跡の一角である。

沢城跡は貝塚市をほぼ縦断する近木川と、泉佐野市との境をなす見出川 とに挟まれた海

抜約8～11mの 地点に位置 し、南海本線二色 ノ浜駅のす ぐ西側、府道堺阪南線を挟んで、

東西約400m、 南北約350mの 範囲に広がる中世の城跡である。

調査地のす ぐ西側に、府道堺阪南線 と平行 し旧紀州街道が走り、調査地はそれぞれの中

間地点である。

また、周辺には、前年度調査で弥生時代前期末の遺構が検出された沢遺跡、平安時代の

寺院跡と推定 される明楽寺跡や奈良時代以降の集落跡である澱池遺跡等が近接 して存在 し

ており、弥生時代以降、人々の生活の場であった ことをうかがわせる地域である。

今回の調査は、遺跡南西端の水田の広がる地域であ り、遺跡範囲中央部に比べると遺構

等の保存状態はまだ良好な地域である。

2.調 査 の 概 要

開発計画に基づ き、調査地内西端、東端それぞれに、南北に長い1.7×15m、4×15m

の2ヶ 所の調査区を設定 し試掘調査を行 った。調査の結果、溝、掘立柱建物等のiを 検

出 したため、これ ら遺構群の性格を把握することを目的として、工事 により破壊を受ける

部分に最小限度の拡張区を設定 し、本格的調査を実施 してい った。

本調査は、一辺約20m、 南西端を斜にした5角 形、面積約400㎡ の調査区を設定 した。

検出遺構は、調査区中央部に溝SD-5が 位置 し、その東側に掘立柱建物SB～1、 多

数の柱穴、小溝等を検出 した。また、SD-5の 西側にSD-5を 切る掘立柱建物SB-

2、 その北側に小溝、柱穴、南側にSD-5を 切 る性格不明遺搆SX-6を 検出 した。調

査区南西端においては、SB-2を 切るSX-3を 検出 した。

以下、各検出遺構について概略を示す。
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1.沢新 出遣 跡2.沢 海岸遺 跡3.沢 遣跡5.長 楽寺 跡7.丸 山古 墳8地 蔵 堂廃 寺跡9.下 新 出 遺跡

16.河池 遺跡19.泉 州麻 生塩 壺 出土 地20.堀 遣跡21.橋 本 遣跡22,貝 塚 寺 内町 遣跡23.加 治 神前

畠中遺 跡24.明 楽寺 跡25.沢 共 同墓 地遺 跡26.沢 西 出遺 跡27.沢 海 岸 北遣 跡28.沢 城 跡29新

井 鳥 羽 遺跡30,新 井 ノ池遣 跡34澱 池 遺跡35.積 善寺城 跡51.窪 田遺 跡57.堤 遣 跡58.小 瀬 五

所 山遺 跡59石 才 遣跡60.王 子遣 跡66.脇 浜 遣跡67.今 池 遣跡70.石 才 南遺 跡72地 蔵 堂 遣 跡

図1貝 塚 市 遺 跡 分 布 図
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図2沢 城 跡 調 査 位 置 図

3.検 出 遺 構(図3)

掘 立 柱 建 物SB-1

本 建 物 は 、 調 査 区 東 端 に お いて 検 出 した掘 立 柱 建物 で あ る。 建 物 が 調 査 区外 に広 が る た

あ 全 体 の 規 模 は 明 らか で な い が 、 梁行2間(1.8×2.25-4.05m)以 上 、 桁 行5間(2 .0

×2.0乂2.2×1.9×2.15=10.25m)で あ る。 棟 方 向 は、 南 北 軸 で 西 へ44° 傾 く。 掘 方

は 、 平 面 形 が 円形 も し くは長 楕 円形 を 呈 し、 径0.2～0.8m、 柱 当 は径0.1～0.2m、 深

さ は0.2～0.45mを 測 る。 埋 土 は淡 灰 褐 色 土 で あ る。Pit-39よ り黒 色 土 器A類 椀 、 瓦 器

一椀
、Pit-47よ り瓦 器 椀 、土 師 器 小 皿 が 出土 して い る 。 廃 棄 時 期 は11世 紀 で あ る。

掘 立 柱 建 物SB-2

本 建 物 は 、 調 査 区 西 側 に お い て 検 出 した庇 付 掘 立 柱 建 物 で あ る 。 他 遺 構 に よ って 柱 穴 が

切 られ て お り、 建 物 が 調 査 区 外 に広 が る た め 規 模 は 明 らか で な い が 、 調 査 区 で は、 梁 行4

間(1.65×1.85×2.0×2.05=7.55m)、 桁 行5間(1.85×2.2×2.15×2.05×2.25

-10 .5m)で あ る。 棟 方 向 は 、 南 北 軸 で 西 へ66° 傾 く。 掘 方 は 、平 面 形 が 円 形 も し く は不

整 円形 を 呈 し、 径0.3～0.5m、 柱 当 は 径0.12～0.22m、 深 さ は0.25～0.5mを 測 る。 埋
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土は淡灰褐色土である。Pit-76よ り瓦器椀、土師器小皿が出土 している。廃棄時期は13

世紀である。

溝SD-5

本遺構は、調査区中央部において検出した溝である。幅1～4m、 深さ約5cmを 測 り、

断面 レンズ状を呈 し、西北西～東南東方向に走る。本溝を切り先述のSm2が 建てられ

ている。埋土は灰褐色土である。遺物は、瓦器椀、小皿、土師器小皿が出土 している。埋

没時期は13世 紀である。

性格不明遺構sx‐3

本遺構は、調査区南西端において検出した性格不明遺構である。調査区外に広がるたあ

全体の規模 は明らかでないが、調査区では、径約3.7m、 深 さ0.18mを 測 り、平面形が不

定形を呈す る。埋土は暗褐色粘質土であり、SB-2を 切 り位置す る。遺物は、瓦器椀、

土師器皿、羽釜、丸瓦が出土 している。埋没時期は13世 紀である。

性格不明遺構SX-6

本遺構は、調査区南西部において検出した性格不明遺構である。調査区外に広が り、調

査区内では、径約3.4mを 測 り、平面形は不整円形を呈す る。SD-5を 切 り位置 し、埋

土は暗茶褐色粘質土である。遺物 は、瓦器椀、土師器小皿、羽釜、須恵器、丸瓦が出土 し

ている。埋没時期 は13世紀である。

4.出 土 遺 物

調査では奈良時代前期から鎌倉時代までの遺物が出土 し、平安時代後期から鎌倉時代 ま

での良好な資料を得たので、これ らにっいて概略を示す。

SB-1(図4)

Pit-39掘 方内より黒色土器A類 椀(1)、 柱当よ り瓦器椀(2)が 出土 している。

黒色土器A類 椀(1)は 口径15.2cm、 器高5.6cm、 高台径6.8cmを 測る。外面は指オサ

エ後ヘラ ミガキ、内面は不定方向の細いヘ ラミガキ、見込みは一定方向のヘラミガキを施

す。底部外面にはrX」 状のヘラ記号が認め られ、口縁内面には沈線が1条 巡る。色調は、

外面が淡茶褐色、内面が灰黒色で、燻 しは沈線の上下あたりまでである。

瓦器椀(2)は 口径15.4cm、 器高5.85cm、 高台径7cmを 測る。外面は指オサエ後横位ヘ

ラ ミガキ、内面は斜位ヘラ ミガキを施す。

Pit-47よ り瓦器椀(3)、 土師器小皿(4、5、6、7)が 出土 している。

一m



図3遺 搆 平 面 図
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瓦 器 椀(3)は 口 径14.9cm、 器 高6.3c皿 、 高 台 径6.7cmを 測 る。 外 面 は ケ ズ リ後 横 位 ヘ

ラ ミガ キ 、 内 面 は保 存 不 良 だ が横 位 ヘ ラ ミガ キ を 施 す 。

図4SB-1(1～8)、SB-2(9～15)出 土 遺 物
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図5SD-5出 土 遺 物

土 師 器 小 皿 は、 丸 底 の もの(4、5)、 平 底 の もの(6)、 「て 」字 状 口縁 の もの(7)

が あ る。.

Pit-25か ら土 師 器 小 皿(8)・ が 出 土 して い る。

SB-2(図4)

Pit-58よ り瓦 器 椀(9)、Pit-76よ り瓦 器 椀(10～12)、 土 師 器 小 皿(13～15)が

出土 して い る。

瓦器椀 は、器高の低いもの(9)、 器高の高いもの(10、11)、 器高が高 く外反の少な

いもの(12)が ある。

土師器小皿は、 口縁が外反するもの(13、14)と 、体部が外反 した後口縁がやや上方に

立ち上が るもの(15)が ある。
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SD-5(図5)

瓦器椀(16～20)、 瓦器小皿(21)、 土師器椀(22、23)、 土師器小皿(24～26)が 出

土 している。

瓦器椀 はいずれ も外反するもので、外面 は指オサエ後ヘラミガキ、内面ヘラ ミガキを施

すもの(16～18)、 外面指 オサエのままのもの(19)が ある。20は 見込みに平行線文を施

す。

瓦器小皿(21)は 内外面 とも細いヘラ ミガキ、見込みに平行線文を施す。

土師器椀は保存不良のため、口縁部、高台部のナデ以外の調整は不明確であるが、23は

底部外面にヘラ ミガキを施す。

土師器小皿はいずれ も平底で、体部がす るどく立 ち上が り、体部外面に沈線2条 が巡る

もの(24)、 体部がゆるやかに外反するもの(25、26)が ある。

SX-3(図6)

,瓦 器椀(27～29)、 瓦器小皿(30)、 土師器皿(31)、 土師器羽釜(32、33)が 出土 してい

る。

瓦器椀はいずれ も外面指オサエ、内面ヘラ ミガキを施す もので、見込みに平行線文がす

るどく施 されるもの(27)と 弱いもの(28)、 斜格子文のもの(29)が ある。

瓦器小皿(30)は 復元口径9.7cm、 器高1.1cmを 測 り、平底で体部は短 く外反 し、外面は

指オサエ、内面はヘラ ミガキを施す。

土師器皿(31)は 復元 口径14.3cm、 器高1.95cmを 測る。 口縁部 はヨコナデにより大きく外

反 し、底部は内外面 ともナデを施す。

土師器羽釜はいずれ も内面にナデ、外面にケズ リを施 し、肩部に水平の鍔が巡る。

SX-6(図7)

瓦器椀(34～36)が 出土 している。

これらはいずれ も底部片で、高台径4.5～5cmを 測 る。保存状態は不良であるが、36は

外面に指オサエ、内面 にヘラ ミガキを施す。見込みは、平行線文(34)、 斜格子文(36)を

施す。 一 一
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そ の 他 の遺 物(図7)

Pit-8よ り黒 色 土 器A類 椀(37)が 出 土 して い る。

復 元 口 径15.5cm、 器 高6.1cm、 高 台 径6.5cmを 測 る。 内外 面 と も細 い ヘ ラ ミガ キ を施 し、

色 調 は淡 茶 褐 色 で 、 底 部 内 外 面 に 灰 黒 色 の 燻 しが 残 る。

Pit-30よ り黒 色 土 器B類 椀(38)が 出土 して い る。

図6SX-3出 土遺物
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図7SX-6(34～36)、 そ の 他(3了 ～42)出 土 遺 物
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復 元 口 径15.6cm、 器 高5.75cln、 高 台 径5.8cmを 測 る。 外面 は ヘ ラ ミガ キ 、 内 面 は や や 太

い ヘ ラ ミガ キ を施 し、 口縁 内 面 に は す る ど い沈 線 が1条 巡 る 。 色 調 は灰 黒 色 で あ る。

Pit-34よ り瓦 器 椀(40)、 黒 色 土 器B類 椀(41)が 出 土 して い る。

瓦 器 椀(40)は 、 復 元 口径14.85cmを 測 る 口縁 部 片 で あ る。 内 外 面 と もヘ ラ ミガ キ を 施 し、

口縁 内面 に は太 く弱 い沈 線 が1条 巡 る。

黒 色 土 器B類 椀(41)は 、 高 台 径7cmを 測 る底 部 片 で あ る 。 内 外 面 と もヘ ラ ミガ キ 、 見 込

み は一 定 方 向 の ヘ ラ ミガ キ を施 す 。 色 調 は 灰 黒 色 で あ る。

Pit-48よ り黒 色 土 器B類 椀(39)が 出土 して い る 。

口径15.2cm、 器 高5.7c皿 、 高 台 径6.7cmを 測 る。 外 面 は 指 オ サ エ後 ヘ ラ ミガ キ 、,内面 は

ヘ ラ ミガ キ を 施 す 。 色 調 は灰 黒 色 で あ る。

Pit-71よ り土 師 器 羽 釜(42)が 出土 して い る。

口縁 部 が 「く」 字 形 に 外 反 し、 端 部 に面 を 持 つ 。 体 部 は ほぼ 球 形 を 呈 し、 肩 部 に鍔 が 巡

り、 や や 上 方 に 立 ち上 が る。 外 面 は ケ ズ リ、 内 面 は ナ デ を 施 す 。 口 径24cm、 鍔 径33.2cm、

体 部 最 大 径31cmを 測 る 。
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5.ま と め

今回の調査は、遺跡地の南西端におけるものであったが、いくつかの成果が得ら麹たと

思われ る。

まず、11世 紀中葉頃の掘立柱建物跡、13世 紀代の掘立柱建物、溝等を検出す ることが出

来、13世 代の遺構 は、切り合い関係や出土遺物により、割 りあい短 い期聞に作 られたもの

で あった。

建物跡はいずれ も全体の規模を明 らかにすることが出来なかったが、どちらも大型であ

り、今後、周辺調査の進行によってこれ らの性格等 も明 らかになると思われる。

出土遺物は量的に多くないが、掘立柱建物SB-1柱 当より和泉型では最 も古い瓦器椀

が、掘方内より黒色土器A類 椀が出土 し、建物の建設時期と廃棄時期が明 らかにな った。

さらに、同時期の瓦器椀は、貝塚市内で最初の出土例となり、泉南地域で も他に例を見な

い。 また、SB-1周 辺のPit群 より、黒色土器A類 ・B類 椀、瓦器椀が出土 しており、

これらが和泉型瓦器椀の編年研究において、重要な資料となるであろう。

本遺跡では、昭和56年 宝蔵寺の建て替え工事に伴 う調査において、沢城の堀 と思われ る

溝が検出され、また、昭和60年 の調査において、当地域での14世 紀末～15世 紀前半の人 々

の生活中心的位置 と思われる部分が明 らかにされている。今回の調査では、 これらに新資

料を もたらすことは出来なかったが、当地域における、11世 紀～13世 紀の生活地域の一画

が明 らかとなった。
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H.地 蔵 堂 遺 跡 の 調 査

1.位 置 と 環 境

調査を実施 したのは、地蔵堂遺跡の北西部にあたり、国指定史跡丸山古墳の東側に接 し

た部分である。

周辺 には、平安時代の寺院跡である地蔵堂廃寺跡や、全長66m、 前方部最大幅約27m、

後円部径約43mを 測る前方後円墳である丸山古墳、そして、近年の調査で、旧石器時代か

ら江戸時代にかけての集落遺跡であることが確認 された王子遺跡等が存在する。

近年、丸山古墳周辺では数次にわたる発掘調査により、古墳時代中期の方墳1基 、円墳

2基 が埋没古墳として確認きれ、当地域が丸山古墳を中心とした5世 紀代の一古墳群 と考

え られた。 しか し、今回の調査地が、丸山古墳に接 しており、遺構等の存在があまり期待

できない調査であった。

図8地 蔵堂遺跡調査位置図
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2.調 査 の 概 要

開発計画に基づき、調査地内に南北1～1.5m、 東西約6mの 調査区を設定 した。調査

地内における基本層序は現代盛土(x`70.3m)、 旧耕作土(約0.1m)の 下に、層厚0.06

～0 .08mを 測 る淡茶褐色土層(第3層)、 その下 に層厚0.05～0.16mを 測 る茶褐色粘質土

層(第4層)が 堆積する。 この下に地山となる赤黄色粘土層が堆積する。

図9調 奎地概 略図
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遺構は検出で きなか ったが、地山面上に30数 個の石群を確認 した。石の大 きさ10～20cm

の ものであ り、調査区東半約2mの 範囲に集中 し、埴輪片等を石の下にはさんでいる。

3.出 土 遺 物(図 版7)

遺物 としては、第3層 より須恵器片、瓦器片、サ ヌカイ ト剥片等が出土 し、第4層 より

円筒埴輪片、瓦器片等が出土 した。 ここでは第4層 串土遺物について示す。

43は 円筒埴輪片である。 タガは細 く水平にのび、端部 は丸みをもっ。全面に剥離、摩滅

がはげしいQ

44は タガ部のみの円筒埴輪片である。タガは長台形を呈 し、水平にのびる。 タガ下面に

凹みをもち、端部は平坦である。

45は 円筒埴輪片である。全面に摩滅がすすみ、調整は不明である。タガは長台形を呈 し、

細 く水平にのびる。

46は 円筒埴輪片である。タガは三角形を呈 し、細 く短 く、端部は丸みをもっ。全面に剥

離、摩滅がすすむ。

47は 円筒埴輪片である。 これ も全面 に剥離がすすみ、調整は不明である。タガは台形を

呈 し、細 く水平にのびる。

48は 瓦器椀口縁部片である。口縁部外面 は強いヨコナデを施 し、体部外面は指頭圧痕を

残す。内面はヘラミガキを施す。
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4.ま と め

今回の調査では、国指定史跡丸山古墳 に接 した部分における調査であったが、丸山古墳

に関連 した遺構は検出できず、また、その他の遺構 も全 く検出できなかった。 しか し、先

に述べた とおり、地山面上に30数 個の石群を確認 した。

石群は調査区西側より続いており、東半部分に集中 していた。石は地山面に張 り付 くも

のや、浮いたものがある。 トレンチ調査によったため石群の広がり、範囲等 は不明であ り、

これらの石群を遺構として扱 うには問題があると思われるが、地山面より浮いた石の下に、

丸山古墳に使用されていたと思われる円筒埴輪片や瓦器椀片をはさんでいるものがあり、

中世以降にこの石群が出来たと考えられ る。

本遺跡では、近年数次に渡る調査により、3基 の埋没古墳が確認 され、丸山古墳を中心

とした5世 紀代の一古墳群の存在する地域であることが明らかにされっつある。今回の調

査では、新 しい成果を得 るには至 らなか ったが、現在、明確でない当古墳群に伴う生活地

域、生産地域なども、今後の周辺地域における調査の進行 とともに、徐々に解明されるも

のと思われる。
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皿 石才 南遺 跡 の調 査

1.位 置 と 環 境

調査を実施 したのは、貝塚市の中央を縦断す る近木川と水間鉄道の中聞に位置 し、府道

貝塚中央線予定地に隣接 した地点である。調査地は近木川の河岸段丘最上位に位置 し、海

抜は約30mを 測り得る。

周辺に散在す る遺跡 としては、奈良時代の須恵器窯跡である集原池遺跡や、弥生時代の

集落跡が予想 される新井 ノ池遺跡、弥生時代～古墳時代の散布地である河池遺跡、室町時

代の墓地跡である橋本遺跡などが存在するが、これ らの遺跡は近年まで調査されたことが

ほとんど無 く、本遺跡を含めて不明な点が多い。

しか し、当地域では貝塚中央線の計画により調査が+B加 し、今回調査を行った地点 に隣

接 した㈱大阪府埋蔵文化財協会の調査において、弥生時代、古墳時代の遺構が検出され、

今回の調査でも遺構等の検出が期待された。

図10石 才南遺跡調査位置図
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2.調 査 の 概 要

開 発 計 画 に基 づ き、 調 査 地 内 南 側 に東 側1.8～1.5×5.3m、 西 側1.6～1.8×8.Om

の 調 査 区2ヶ 所 を 設 定 し、 前 者 をAト レ ンチ 、後 者 をBト レ ンチ と した 。 調 査 地 内 に お け

る基 本 層 序 は 、 現 代 盛 土(約0。4m)、 旧耕 作 土(約o.lm)の 下 に 、層 厚0.06～o.1m

を 測 る 暗 黄 色 土 層(第3層)、 そ の 下 に 層 厚 約0.1mを 測 る暗 灰 褐 色 土 層(第4層)が 堆

積 し、 この 下 に黄 色 土 ～ 黄 色 礫 層(地 山)が 堆 積 す る。Bト レ ンチ で は第4層 の 下 に 層 厚

0.2～0.5mを 測 る茶 褐 色 土 層(第5層)が 堆 積 し、 そ の 下 が 淡 黄 色 土 層 の 地 山 と な り、

地 山 面 はBト レ ンチ 東 端 よ り1mの あ た りで 段 を もち 低 くな って い る。 今 回 の 調 査 で は、

地 山 面 上 で 溝 、柱 穴 等 を 検 出 した。

以 下 、 検 出遺 構 お よ び 出土 遺 物 に つ い て 概 略 を 示 す 。

3.検 出 遺 構(図11)

今回の調査ではAト レンチにて柱穴4、Bト レンチにて溝1、 土壙1、 柱穴7、 不明遺

構3を 検出 した。以下、Bト レンチにっいて検出遺搆の主な ものを示す。

溝SD-01

本遺構 は、 トレンチ中央部 にて検出 した幅約0.8m、 深 さ約0.2mを 測 り、断面逆台形

を呈する溝である。溝の方向は北西～南東方向に走 り、埋土は暗褐色砂質土である。出土

遺物は弥生時代中期の土器が多数出土 している。

不明遺構SX-01

本遺構 は、 トレンチ東端にて検出 した性格不明遺構である。 トレンチ外に広がるため全

体の規模 は不明であるが、現長1.1m、 幅0.5m、 深 さ0.2mを 測り、断面逆台形を呈す

る。埋土 は暗褐色土であり、部分的に赤褐色土が混 じる。出土遺物は須恵器蓋杯、土師器

甑把手等が出土 している。

不明遺構SX-02

本遺構 は、SX=01に 接 した位置で検出 した深 さ0.08～0.2mを 測る性格不明遺構で

ある。 トレンチ外へ広がるため全体の規模は不明であるが、現長は1.7×0.4～0.7mを

測る。埋土は暗褐色土であり、炭化木を多量に含んでいる。出土遺物 は須恵器、土師器等

が出土 している。
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図11遺 構 平 面 図
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4.出 土 遺 物

(1)土 器

SD-01(図12)

高杯(49)は 、体部は外上方にのび、口縁部は水平にのびた後先端が斜下方に垂下する。

体部内面はヘラ ミガキを施すが、他は保存不良のため不明である。

50は 鉢と思われる。体部か ら口縁部にかけて上方にのびる。口縁端部は平坦であり、外

側に刻み目を施す。体部外面にはヘラ ミガキを施 し、内面 は不明。口縁部は内外面共にヨ

コナデを施す。

51は壷底部である。体部 は外傾する。内外面共に保存不良のため調整は不明であるが、

底部内面 には指頭圧痕が残 る。

SX-01(図12)

須恵器杯蓋(52)は 、天井部がほぼ平 らで稜線が鋭い。天井部のほぼ全体に回転ヘラケズ

リが施 され、内面にはやや粗 いナデを施す。

須恵器杯身(53)は 、たちあがりが高 く器高の1/2程 度を占める。底部はやや平 らであり、

受部 は比較的長 く上外方にのび、丸みを もちやや細い。底部外面には回転ヘラケズ リが施

され、内面にはやや粗いナデを施す。

土師器甑把手(54)は 、外上方に長 くのびる。把手部はヘラケズ リ後ナデを施 し、把手基

部はナデを施す。内面は保存不良のため不明である。

SX-02(図12)

須恵器杯蓋(55)は 、綾付近の破片である。綾は短 くやや丸みをもっ。内外面共に回転ナ

デを施す。

第5層 出土土器(図13、14)

第5層 より、多量の弥生土器、須恵器、土師器が出土 した。ほとんどが細片とな ってお

り、保存状態 も不良であり図示 し得るもの も少ない。

56～72は 弥生土器である。

56～60は 壷である。56は 外面にタテ方向のハケを施 し、60は 底部内面に指頭圧痕を残す。

その他は保存不良のため調整が不明である。

61～65は 甕である。61は 体部外面にタテ方向のハケを、内面にヘラケズ リを施す。63は

体部外面にタテ方向のハケを施す。64は 口縁部外面に2条 の擬凹線があぐり、内面は口縁

～体部にヨコ方向のハケ後ナデを施す。65は 外面にヘラケズリを施す。
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図12SD-01(49～51)、SX-01(52～54)、SX-02(55)出 土遺物

66は甕蓋である。内外面共にナデを施す。

67は鉢 と考え られ る。内外面共にヨコ方向のヘラ ミガキが施される。

68、69は 高杯である。68は 口縁部外面に沈線状の ものが一条め ぐる。69は 外面にヘラ状

工具による弱い斜格子文、内面にはヨコ方向のヘラミガキを施す。外面に黒斑が残 る。

70は 台部であるが、器種は不明である。底部外面に弱いヘラケズリを施すが、他の部分

は保存状態が不良のため調整が不明である。

71、72は 飯峭壷形土器である。71は 紐孔が残 っておらず、内外面共にナデを施す。72は

紐孔が1個 有り、外面には指頭圧痕が残る。

73～75は 土師器である。73は 蠱口縁部片であり、内外面共 にヨコ方向のヘラ ミガキを施

し、外面頚部にはタテ方向のハケ後ナデを施す。74は 高杯脚部である。外面はヨコ方向、

内面はタテ方向のヘラ ミガキを施す。75は 壷 口縁部である。内面にヨコ方向のヘラ ミガキ
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図13第5層 出土遺物
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図14第5層 出土遺物
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図15第5層 出土遺物

を施す。

76は 須恵器甅である。内外面共に回転ナデを施 し、肩部に円孔一個が残存する。

韓式系土器(図15)

第5層 より韓式系土器と思われる土師質の格子叩目を施す破片が5点 出土 した。 ここで

は保存状態の良好な ものについて示す。

77は 外面全体に叩目が施 され、内面はやや弱いヘラケズ リが施される。78は 外面下部に

やや細 い叩目が施され、その他はナデを施される。79は 外面に78よ りも格子の大きい叩目

が施 されている。80は 叩 目がやや不明瞭であるが、79と 同様な叩目が施されている。79、

80共 に内面はナデが施されている。

(2)石 器

石器は石鏃38点 、石庖丁4点 、石錐3点 、石斧3点 、不明磨製品1点 、石皿2点 、砥石

1点 が出土 しているが、ほとん どが第5層 か らの出土である。 ここでは、第5層 出土の も

のの概要を示す。

石 鏃(図16)

81は 凹基無茎式である。逆刺は丸みをもち左右非対称である。両面共に両側辺より粗い

調整剥離を施す。右側面中央には素材主要剥離面を残す。断面は菱形を呈す。

82は 尖基無茎式である。両面共に両側辺より調整剥離を施すが、右側面は粗 く、中央上

部に素材主要剥離面を残す。断面は三角形を呈す。

83は 凸基有茎式である。逆刺 は鈍 く左右非対称である。両面共に両側辺より調整剥離を

施すが、不整いで粗い。断面は菱形を呈す。

石 錐(図16)

84は 台形を呈する頭部よ り、頭部下端側辺を集中 して錐部としている。頭部には左右面

共 に素材主要剥離面を残す。錐部 は左側面では一方だけに調整剥離を施 し、右側面で は両
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図16第5層 出土遺物

側辺より調整剥離を施す。錐部断面は三角形を呈す。

石 庖 丁(図17)

85は 直線刃半月形態のものと考えられるが、刃部端が欠失 しており、内彎刃形態の可能

性 もある。刃部 は片刃であ り、身は細い。紐孔部分か ら欠失 しており紐孔1個 のみ残存。

肩部以外の側辺は欠失 している。緑色片岩製。

86は内彎刃形態である。刃部は片刃である。端部、紐孔部から欠失 しているが、紐孔4

個残存す る。緑色片岩製。

石 皿(図18)

87は長方形を呈する石皿と思われる。現存長22.6cm、 幅12.3cm、 厚み4.4cmを 測る。上
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図17第5層 出土遺物

面は中央部がやや凹み滑 らかであるが、周辺部は割れている。側面、下面は研磨がみられ

ず粗いままであり、火を受けたためと思われる赤色部分がある。

砥 石(図18)

88は 正方形を呈 して残存す る砥石である。現存長10.9cm、 幅10.Oc皿、厚み6 .1cmを 測る。

上面 はやや滑らかで、右側面に一部研磨 した部分が残る。その侮側面は欠失のためか粗 く、

下面は自然面 と思われる。
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図18第5層 出土遺物
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5.ま と め

今回の調査では、弥生時代、古墳時代の遺構を検出することが出来た。 トレンチ調査に

よる面積的な制約のため遺構の広が り等にっいて充分な調査を行えず、遺構の性格にっい

て も明確にすることが出来なかったが、一応の成果は得 られたと思われる。

遺構 としては、地山が低 くなっている部分で弥生時代中期の溝、土壙 等、高まり部分で

は古墳時代中期の性格不明遺構を検出した。

包含層第5層 より、少量の古墳時代の遺物 と共 に弥生土器、石器等が多量に出土 した。

弥生土器のほとんどは中期中葉か ら後葉の ものであるが、中期前葉、後期の土器も含んで

いる。石器は前項において述べた他に、石斧片や多量のサ ヌカイ ト片が出土 し、これ らは

いずれ も弥生時代に属するものである。

また、第5層 は、地山面が南西方向に落ち込み、低い部分を整地 したかのように厚 く堆

積 した状態を呈 し、出土遺物か ら、古墳時代中期の性格不明遺構とあまり隔 らない時期に、

周辺 に存在 した弥生時代の住居跡等を削平 し形成 されたと考えられる。

今回出土 した韓式系土器は、いずれも破片であ り器種は不明であるが、貝塚市内におい

ては始あての出土例 とな った。出土例の多い河内地域との関連、製作地等、今後に問題を

残 している。

本遺跡においては、近年 まで本格的な調査が行われたことが無か ったが、㈱大阪府埋蔵

文化財協会の調査によって、弥生時代 ・古墳時代の住居跡等が検出され、その地に隣接 し

た今回の調査か らも同時期の遺構が検出でき、当地域が弥生時代 ・古墳時代の集落跡であ

ることが明 らか となった。
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